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■主観的なデータの整理（頂戴したご意見の整理結果） 

本資料では、主観的データとして、①神戸の都心の「未来の姿」検討委員会での意見、②ＷＥＢ等からの意見、③市民会議「神戸の未来のまちづくり 300 人会議」で得られた主な意見を抽出し、

共通項として導き出されるキーワードを整理する。 

 

 

 

 

 

 

 

※青字：委員からの意見、赤字：一般からの意見、緑字：市民会議での意見 

 

 

 
・コンパクトに色んな魅力が歩ける距離に集まっている。 

・主要な場所へ徒歩で移動できる。 

・徒歩圏という強みを活かし、都心部の（再）開発を行う。 

・コンパクトで美しい街を目指す。 

・神戸の都心には個性豊かな地区が点在している。 

・それぞれの地域の個性を伸ばしていくことが一番大事。 

・街歩きできる距離内に、ゾーンごとに違う魅力がある。 

・まざらない個々が集まってできる神戸独自の雰囲気 

 

・海があり山があり、その狭いところにコンパクトにまちができていて、

それが色んな魅力を持っている。 

・海と山が近くて、高台から海が望めたりと非常に魅力があるため、人

気があるのだろう。 

・海・山・街の３セットの景観 

・都会と自然の調和 

・便利さと自然の豊かさを兼ね備えている街である神戸の特徴を守る 

・港湾都市としてのライバルは横浜だけではないか。都市港湾を活かす

ことが重要だろう。 

・古代から貿易港として世界とつながり、常に外国の文化も受け入れて

きたまち 

・国際貿易都市としての世界をリードする街 

・自然と港 

 

・面でみて、色々な魅力的なスポットがあることが神戸の強みであると

考えている。 

・都心から近いエリアに居留地や中華街、六甲山等の観光資源がある。 

・神戸のよさ（海と山、ファッション、食べ物、温泉など）をわかりや

すく使いやすい交通網でつないで一体的な取り組み、アピールを！ 

 

 ・歩いて楽しい都心が神戸の強みと考える。 

・街並みがきれいでセンスがある。（花壇緑化等） 

・神戸を歩けばズレに出会う。 

 

コンパクトなまち 

個性豊かな地区が点在 

海と山とまちが近接 

貿易港、都市港湾 

としての神戸港 

豊富な観光資源 

夜景、夜間景観 

表通りも裏通りも楽しい 

住みやすい、生活しやすい 

陸・海・空 

交通の便の良さ 

ある程度は何でもある 

（ないものがない） 

ほっとする印象 

キーワード 

坂のあるまち 

キーワード 

・パン屋さん、ケーキ屋さんなど素敵なお店も並んでいて、その中で人々

が非常に気持ち良く、快適に暮らされている 

・衣食住、素晴らしく住みよい街だと思います。 

・心地よさ（すみここち・居心地のよさ） 

・「住みたい」としての魅力を高めていくこと。ブランドを活かし、暮

らしの拠点となる用に。 

・ないものがないこと。 

・コンパクトな街で、神戸の中で全てがそろう。 

・何か突出したものはなくとも、ある程度は何でもある。 

・程良い都会（衣食住遊働） 

 

・神戸に来るとほっとするとの声を聞いたことがある。 

・街に落ち着きがある。 

・梅田等にはない、神戸ならではの温かく爽やかな空気感を大切にして

ほしい。 

・神戸が好きで神戸に帰ってきたくなる人が多いところが最大の特徴 

 

資料－４ 

・神戸は日本一の夜間景観都市というイメージがある。 

・近年、夜間景観形成の推進が活発になり、夜間景観は非常に綺麗にな

って、観光客を呼べるようになっている。 

・夜景が素晴らしい。 

 

・ゆるやかな坂道のある街 

・坂道が作る景観 

・年配者の坂の行き来が便利になるように交通を整備する 

・神戸は交通面が素晴らしく、陸海空の交通機関が全て揃っている。 

・新神戸、三宮、神戸空港を軸として、都市内、都市間の交通結節点、

交通ネットワークの中心となるポテンシャルを持っている。 

・三ノ宮だけでなく新神戸～三ノ宮の交通の便を良くして欲しい（昔は

市電があり良かった） 
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※青字：委員からの意見、赤字：一般からの意見、緑字：市民会議での意見 

 

 

 

 

 

 

 

・落ち着いた業務地としての賑わいというものが大事 

・おちついたほどよい都会らしさ（大阪でもなく、東京でもない） 

・大都市だけど、ゆったりして開放感のあるまち、フンイキ。 

・憧れは神戸というまちに住んでいる皆さんのライフスタイルに起因す

るところが大きい。 

・洗練されたお洒落なイメージ 

・ハイカラなイメージ 

・神戸に住みたい、住み続けたいというイメージ（神戸ブランド） 

・神戸と京都・大阪を比べて自慢できるのは、キャッチセールスとビラ

配りがいないことである。 

・きれいな町をつづけてほしい 

・何となく神戸はスイーツやパンが多いというイメージを持っていたが、

そこは確たる歴史の裏付けがあることが分かった。 

・グルメやスイーツがおいしい。 

・バラエティに富んだおいしい食べ物があふれていること。 

・神戸ビーフ 

・ファッションや食などいまある魅力を融合しましょう 

・先進的な技術とデザイン力の高い商品 

・清酒、真珠、アパレルなど従来の地元の産業、企業の発展をサポート 

・様々な文化が入り混じった街で、他にはない空気がある。 

・排他的でなく、いちげんさんにも優しい風土 

・多種多様な文化を受け入れている、今後それをPRしていく 

・新しいことにチャレンジする気質 

・港町として、何処の都市にも先んじて、ハイカラ文化を取り入れてき

たことで醸成された「進取の気性」 

・神戸らしさの維持と新しい文化の生まれる環境の提供 

・市民全員が神戸を愛していると言えるまちづくり 

・KOBEのブランド力の高さは誇りに思います。 

・神戸市民が神戸の街を愛し、誇りを持てること 

 

・女性パワーを活かし、子どもと自然を大切に 

・女性が創りだしたソフトパワー 

・震災を受けましたから、絆やご縁というものを中心にしたテーマを持

っていく。 

・大震災からの復興をなしとげた経験 

・震災をのりこえた人のつながりのある街 

・防災意識・対策のレベルの高さ 

・阪神大震災を乗り越えた「がんばろう神戸」の精神 

 
・神戸と聞くと街並みが良い、夜景が綺麗、山と海がある、医療都市、

お洒落と様々なことを聞きます。 

・健康都市の醸成  観光：心を元気に  医療：身体を元気に 

ちょうど良い、中の上 

おしゃれ、ハイカラ、上品、 

あこがれ、洗練 

マナーの良さ 

食のおいしさ（パン、 

洋菓子、神戸ビーフ等） 

地場産業 

外国人居住の多さ 

チャレンジ精神 

 

神戸への地元愛 

 

女性の力 

 

阪神・淡路大震災の経験と

そこからの復興 

 

医療都市 

 

キーワード キーワード 
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将来ビジョンのコンセプトを導き出すため、前出の複数のキーワードを集約し、主観的なデータに基づく方向性として、以下のとおりに整理した。

 

個性豊かな地区が点在 

歩いて楽しめるまち 

コンパクトなまち 

海と山とまちが近接 

落ち着きのある人、モノ、空間 

貿易港、都市港湾 

としての神戸港 

マナーの良さ 

ほっとする印象 

ちょうど良い、中の上 

表通りも裏通りも楽しい 

食の美味しさ（パン、洋菓子、神戸ビーフ等） 

住みやすい、生活しやすい 

阪神・淡路大震災の経験とそこからの復興 

おしゃれ、ハイカラ、上品、憧れ、洗練 

豊富な観光資源 

陸・海・空の交通の便の良さ 

個性ある地域・施設 

培われてきた歴史が息づくまち 

医療都市 

外国人居住の多さ 

チャレンジ精神 

ある程度は何でもある（ないものがない） 

坂のあるまち 

神戸への地元愛 

寛容性 

ものづくり 

勝ち負けを競わない 

本物志向、本物嗜好 

バリエーションの豊かさ 

異国文化や新旧文化の共存 

満足度の高い暮らし 

独自性・独創性 

市民の絆 

独自の景観 

民度の高さ 

自
然
・
ま
ち 

風
土
・
文
化 

そ
の
他 

夜景、夜間景観 

地場産業 

女性の力 

キーワード 

主観的データに基づく方向性 


